
No.1　　令和５年５月 28 日                         静商同窓会関東支部会報  　　　　　　　　                     　　第 32 号No.１  令和 5年 5月 28日 静商同窓会関東支部会報 第 32号 
 

               

               

  

《 

新
支
部
長
挨
拶 

》 

昨
年
の
総
会
で
、
支
部
長

に
新
任
し
た
大
石
で
す
。
３

年
前
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

同
窓
会
活
動
へ
の
影
響
は
大

き
く
、
２
０
２
０
・
２
０
２

１
年
は
総
会
を
中
止
、
同
好

会
も
十
分
な
活
動
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
２
０
２
２
年
７
月

の
総
会
は
、
感
染
の
拡
大
は

あ
る
も
の
の
、
重
症
化
傾
向

が
低
い
こ
と
を
読
み
取
り
、

参
加
希
望
者
に
よ
る
対
面
開

催
と
リ
モ
ー
ト
開
催
の
併
用

で
な
ん
と
か
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
関
係
役
員

の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。 

２
０
２
３
年
に
入
っ
て
、

コ
ロ
ナ
に
対
す
る
行
政
の
対

応
が
変
化
し
、
諸
活
動
へ
の

制
約
的
な
影
響
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
す
で
に
マ
ス
ク

の
着
用
場
面
が
限
定
的
に
な

り
、
感
染
症
の
分
類
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
レ
ベ
ル
の
対
応

に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

や
っ
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
ず
に
活
動
が
で
き
る
か

と
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。 一

方
、
関
東
支
部
の
足
元

を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

空
白
の
３
年
間
の
影
響
も
あ

っ
て
か
、
高
齢
化
が
急
激
に

進
ん
だ
様
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
な
く
て
も
高
齢
化

は
進
み
ま
す
が
、
若
返
り
へ

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。 

更
に
、
同
窓
会
が
今
後
も

発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、

若
手
の
方
々
に
積
極
的
な
参

加
を
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
高
齢
で
は
あ

る
が
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

お
持
ち
の
方
々
に
は
、
後
進

の
育
成
に
力
を
貸
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
、
先
輩
と
後
輩

を
上
手
に
繋
い
で
ゆ
く
施
策

と
し
て
、
総
会
参
加
者
の
名

札
に
出
身
地
域
、
所
属
ク
ラ

ブ
な
ど
を
表
示
す
る
な
ど
、

色
々
な
工
夫
を
し
て
き
ま
し

た
。
10
年
サ
イ
ク
ル
で
チ
ー

ム
を
組
む
懇
親
会
運
営
役
員

の
仕
組
も
そ
の
た
め
で
す
。 

こ
の
懇
親
会
を
き
っ
か
け

に
、
ク
ラ
ブ
の
OB
会
や
同
期 

会
が
活
発
に
な
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
の
で
、
う
ま
く
使
っ

て
ゆ
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

同
窓
会
は
、
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ

て
、
長
年
に
わ
た
り
続
い
て

き
た
も
の
で
す
。
今
後
と
も

同
窓
会
関
東
支
部
の
発
展
に

向
け
て
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

関
東
支
部 

支
部
長 

 

大
石 

倫
義 

 

 

関東支部総会は、新型コ

ロナの影響を受け、ここ

2年間開催を中止いたし

ましたが、２０２２年７

月３日、リモート参加と

会場参加というハイブリ

ッド開催により、3年ぶ

りに開催しました。 

 

 

令和５年度 

関東支部総会

懇親会 

７月８日（土） 

 

今年は通年通りの 

総会・懇親会を予定して 

おります。 

皆様奮ってご参加ください。 

 

３年ぶりハイブリッド総会開催 

ぶり同窓会関東支部リモート総会開催 
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支
部
長
退
任
の
挨
拶 

 

第
５
代
支
部
長 

原 

初
典 

 

令
和
元
年
7
月
7
日
七
夕
祭

り
の
日
に
行
わ
れ
た
定
期
総
会

に
て
第
５
代
支
部
長
に
選
任
さ

れ
て
以
来
３
年
間
支
部
長
の
任

に
あ
た
ら
せ
て
頂
き
ま
し 

た
。 

こ
の
間
、
令
和
２
年
早
々
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

従
来
と
は
真
逆
の
諸
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
我
々
の
支
部
活
動

も
定
期
総
会
を
は
じ
め
同
好
会

活
動
等
自
粛
す
る
対
応
の
連
続

で
、
支
部
長
の
最
大
の
任
務
は
、

総
会
を
は
じ
め
各
種
役
員
会
・
同

好
会
等
の
開
催
有
無
や
開
催
方

法
の
判
断
の
連
続
で
し
た
。 

令
和
３
年
７
月
の
役
員
改
正
の

折
に
は
、
こ
の
執
行
部
で
支
部
創

設
３
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
例

外
的
に
役
員
の
任
期
を
１
年
延

長
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
新
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
発
生
に
よ
り
結
果

と
し
て
支
部
行
事
は
ほ
ぼ
出
来

ぬ
ま
ま
、
３
年
を
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
役
員
会
は
ズ
ー
ム
で
の

対
応
、
更
に
は
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー

ト
所
謂
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で

開
催
す
る
等
新
方
式
で
開
催
し
、

結
果
と
し
て
支
部
運
営
の
近
代

化
が
始
ま
る
等
、
着
実
に
成
長
し

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

就
中
昨
年
の
定
期
総
会
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
し
、
新
た

な
参
加
方
式
が
出
来
た
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
に
他
の
同

窓
会
に
見
な
い
歴
史
的
な
定
期

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

さ
て
支
部
長
に
選
任
さ
れ
た
折
、

私
自
身
高
齢
の
た
め
、
早
め
に
次

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
、
然
し

任
期
は
短
く
て
も
「
原
が
支
部
長

で
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
、
そ
の
為
に
は
全
力
で

任
務
に
あ
た
る
、
就
中
次
の
２
点

を
公
約
に
挙
げ
支
部
長
に
就
任

し
ま
し
た
。 

１
．
関
東
支
部
創
設
30
周
年
記
念

行
事
に
全
力
で
取
組
む
こ
と
。 

役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ

り
企
画
・
立
案
が
出
来
上
が
り
、 

い
ざ
実
行
と
い
う
時
点
で
コ
ロ

ナ
禍
に
な
り
順
延
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
昨
年
の
定
期
総
会
の
折
の

記
念
講
演
会
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
等

一
部
の
同
好
会
の
冠
イ
ベ
ン
ト

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

念
願
の
「
支
部
創
設
30
周
年
記

念
史
」
は
相
川
編
集
長
以
下
編
集

担
当
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
予

定
通
り
立
派
な
記
念
史
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
又
、
記
念
誌

発
行
が
地
元
静
岡
新
聞
に
大
き

く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
元

静
岡
を
中
心
に
、
問
い
合
わ
せ
や

賛
辞
が
殺
到
し
「
在
庫
は
間
に
合

う
か
」
と
言
う
嬉
し
い
悲
鳴
と
な

り
ま
し
た
。 

２
．
安
心
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
出

来
る
よ
う
人
材
の
発
掘
・
育
成
並

び
に
組
織
の
強
化
に
あ
た
る
。 

現
執
行
役
員
を
は
じ
め
常
任

幹
事
・
年
度
幹
事
等
新
し
い
人
材

を
発
掘
し
役
員
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
組
織
強
化
面
で

は
年
度
役
員
の
機
能
強
化
を
図

り
、
従
来
に
な
い
役
割
を
お
願
い

し
、
同
期
の
皆
様
へ
の
対
応
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
大
石
新
支
部
長
の
も

と
、
装
い
を
新
た
に
関
東
支
部
の

躍
進
に
あ
た
っ
て
頂
き
た
く
、
切

に
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

       
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
                     

               

 

◆現在はテレワークやリモート会議のためのコミュニケーションツールも普及してきており、専門的
な知識が無くても簡単に利用できるようにはなってきている。 
しかし、テレワークやリモート会議とは異なり、ここで検討・解決しなければならないテーマは、 
① 会場参加とリモート参加の総会決議をどのように取りまとめるか。 
② 記念講演と総会決議のパネル投影と会場参加者の風景を参加者全員でどのように映像

共有するか。 
これらを実現するためにどのような映像機器・音響機器を調達し、どのように配置するのか。 
そのために、演台撮影用カメラ・会場撮影用カメラ・パネル投影用プロジェクタ・集音マイクとそれ
らをコントロールしWEB にてリモート参加者に配信する PC の機器構成案の作成。 

◆そして一番肝心なのは、それらの実現性検証（フィジビリティ・スタディ）である。 
・事前に実際の会場に機器配置を行い、WEB参加も含めたリハーサルを行った。 
・そこで出た問題点については持ち帰り、再検討を行い、再度、会場と同じ環境設定にて、問題改善
の確認を行い、総会当日を迎え、問題なく記念講演、総会を実施できた。 
・検討・実施推進メンバーが胸をなで下ろした瞬間であった。 
◆この「対面＆リモートでの同窓会総会」の模様は、当時の静岡新聞に掲載された。 
今回の対応で培ったノウハウは、今後の同窓会支部活動の IT化推進に貢献すると確認する。 

相川雅美（Ｓ48年卒） 会場での実現性検証風景 

機器構成の検討案 

掲載された静岡新聞の記事 

2022年の総会と記念講演は、コロナ禍の状況も踏まえ、会場参加
とリモート参加で実施できないかとの原支部長からの提案があり、 
「なんとか実現できないか」と検討チームを立ち上げた。検討チームと
言っても大石幹事長と広報部会メンバー位しか頼るところがないとい
うことになった。
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支
部
長
退
任
の
挨
拶 

 
第
５
代
支
部
長 

原 

初
典 

 

令
和
元
年
7
月
7
日
七
夕
祭

り
の
日
に
行
わ
れ
た
定
期
総
会

に
て
第
５
代
支
部
長
に
選
任
さ

れ
て
以
来
３
年
間
支
部
長
の
任

に
あ
た
ら
せ
て
頂
き
ま
し 

た
。 

こ
の
間
、
令
和
２
年
早
々
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
、

感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

従
来
と
は
真
逆
の
諸
対
応
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
我
々
の
支
部
活
動

も
定
期
総
会
を
は
じ
め
同
好
会

活
動
等
自
粛
す
る
対
応
の
連
続

で
、
支
部
長
の
最
大
の
任
務
は
、

総
会
を
は
じ
め
各
種
役
員
会
・
同

好
会
等
の
開
催
有
無
や
開
催
方

法
の
判
断
の
連
続
で
し
た
。 

令
和
３
年
７
月
の
役
員
改
正
の

折
に
は
、
こ
の
執
行
部
で
支
部
創

設
３
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
例

外
的
に
役
員
の
任
期
を
１
年
延

長
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
新
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
発
生
に
よ
り
結
果

と
し
て
支
部
行
事
は
ほ
ぼ
出
来

ぬ
ま
ま
、
３
年
を
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
間
役
員
会
は
ズ
ー
ム
で
の

対
応
、
更
に
は
リ
ア
ル
と
リ
モ
ー

ト
所
謂
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方
式
で

開
催
す
る
等
新
方
式
で
開
催
し
、

結
果
と
し
て
支
部
運
営
の
近
代

化
が
始
ま
る
等
、
着
実
に
成
長
し

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。 

就
中
昨
年
の
定
期
総
会
は
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
方
式
で
開
催
し
、
新
た

な
参
加
方
式
が
出
来
た
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
に
他
の
同

窓
会
に
見
な
い
歴
史
的
な
定
期

総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

さ
て
支
部
長
に
選
任
さ
れ
た
折
、

私
自
身
高
齢
の
た
め
、
早
め
に
次

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
、
然
し

任
期
は
短
く
て
も
「
原
が
支
部
長

で
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
し
た
い
、
そ
の
為
に
は
全
力
で

任
務
に
あ
た
る
、
就
中
次
の
２
点

を
公
約
に
挙
げ
支
部
長
に
就
任

し
ま
し
た
。 

１
．
関
東
支
部
創
設
30
周
年
記
念

行
事
に
全
力
で
取
組
む
こ
と
。 

役
員
の
皆
様
の
ご
努
力
に
よ

り
企
画
・
立
案
が
出
来
上
が
り
、 

い
ざ
実
行
と
い
う
時
点
で
コ
ロ

ナ
禍
に
な
り
順
延
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
昨
年
の
定
期
総
会
の
折
の

記
念
講
演
会
、
ゴ
ル
フ
同
好
会
等

一
部
の
同
好
会
の
冠
イ
ベ
ン
ト

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

念
願
の
「
支
部
創
設
30
周
年
記

念
史
」
は
相
川
編
集
長
以
下
編
集

担
当
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
予

定
通
り
立
派
な
記
念
史
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
、
又
、
記
念
誌

発
行
が
地
元
静
岡
新
聞
に
大
き

く
掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
元

静
岡
を
中
心
に
、
問
い
合
わ
せ
や

賛
辞
が
殺
到
し
「
在
庫
は
間
に
合

う
か
」
と
言
う
嬉
し
い
悲
鳴
と
な

り
ま
し
た
。 

２
．
安
心
し
て
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
出

来
る
よ
う
人
材
の
発
掘
・
育
成
並

び
に
組
織
の
強
化
に
あ
た
る
。 

現
執
行
役
員
を
は
じ
め
常
任

幹
事
・
年
度
幹
事
等
新
し
い
人
材

を
発
掘
し
役
員
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
。
又
、
組
織
強
化
面
で

は
年
度
役
員
の
機
能
強
化
を
図

り
、
従
来
に
な
い
役
割
を
お
願
い

し
、
同
期
の
皆
様
へ
の
対
応
を
お

願
い
し
て
き
ま
し
た
。 

 

今
後
は
大
石
新
支
部
長
の
も

と
、
装
い
を
新
た
に
関
東
支
部
の

躍
進
に
あ
た
っ
て
頂
き
た
く
、
切

に
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

       
 

◇ 
 

◇ 
 

◇ 
                     

               

 

◆現在はテレワークやリモート会議のためのコミュニケーションツールも普及してきており、専門的
な知識が無くても簡単に利用できるようにはなってきている。 
しかし、テレワークやリモート会議とは異なり、ここで検討・解決しなければならないテーマは、 
① 会場参加とリモート参加の総会決議をどのように取りまとめるか。 
② 記念講演と総会決議のパネル投影と会場参加者の風景を参加者全員でどのように映像

共有するか。 
これらを実現するためにどのような映像機器・音響機器を調達し、どのように配置するのか。 
そのために、演台撮影用カメラ・会場撮影用カメラ・パネル投影用プロジェクタ・集音マイクとそれ
らをコントロールしWEB にてリモート参加者に配信する PC の機器構成案の作成。 

◆そして一番肝心なのは、それらの実現性検証（フィジビリティ・スタディ）である。 
・事前に実際の会場に機器配置を行い、WEB参加も含めたリハーサルを行った。 
・そこで出た問題点については持ち帰り、再検討を行い、再度、会場と同じ環境設定にて、問題改善
の確認を行い、総会当日を迎え、問題なく記念講演、総会を実施できた。 
・検討・実施推進メンバーが胸をなで下ろした瞬間であった。 
◆この「対面＆リモートでの同窓会総会」の模様は、当時の静岡新聞に掲載された。 
今回の対応で培ったノウハウは、今後の同窓会支部活動の IT化推進に貢献すると確認する。 

相川雅美（Ｓ48年卒） 会場での実現性検証風景 

機器構成の検討案 

掲載された静岡新聞の記事 

2022年の総会と記念講演は、コロナ禍の状況も踏まえ、会場参加
とリモート参加で実施できないかとの原支部長からの提案があり、 
「なんとか実現できないか」と検討チームを立ち上げた。検討チームと
言っても大石幹事長と広報部会メンバー位しか頼るところがないとい
うことになった。
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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
２
年

間
延
期
さ
れ
て
い
た
功
労
者
表

彰
を
令
和
4
年
７
月
３
日
の
関

東
支
部
総
会
に
於
い
て
実
施
し
、 

表
彰
対
象
者
41
名
の
内
、
当
日

会
場
参
加
者
19
名
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

                             

当
日
参
加
が
適
わ
な
か
っ
た
皆

様
に
は
、
郵
送
を
も
っ
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

           
                 

 

表
彰
者
の
喜
び
の
声
を
一
部

ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

◇ 

◇ 

◇ 
 

静
商
同
窓
会
関
東
支
部
の
設

立
に
当
り
「
会
則
」
の
一
つ
と
し

て
会
員
か
ら
の
「
年
会
費
」
を
ど

の
位
に
し
た
ら
良
い
か
、
会
を
運

営
し
て
い
く
上
で
ど
の
位
の
額

が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
何
よ
り

も
会
員
の
方
々
が
無
理
な
く
ご

協
力
頂
け
る
額
は
ど
の
位
が
妥

当
な
の
か
、
喧
喧
諤
諤
、
議
論
し

て
決
め
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。 爾

来
、
そ
の
取
決
め
の
通
り
に

継
続
し
て
年
会
費
を
納
入
し
て

参
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
三
十

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て

「
支
部
貢
献
者
特
別
表
彰
」
を
し

て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
、
望
外
の

喜
び
に
浸
り
ま
し
た
。 

年
会
費
の
納
入
は
会
員
と
し

て
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

当
然
の
こ
と
を
し
た
ま
で
で
あ

り
、
只
管
、
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
皆
々
様
の
ご
協
力

を
戴
き
な
が
ら
、
会
の
一
層
の
発

展
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す
。 

 

S
30
年
卒 

海
野 

昭 
      

◇ 

◇ 

◇ 
 

こ
の
度
は
、
永
年
貢
献
表
彰
を

頂
戴
し
ま
し
て
、
大
変
光
栄
に
感

じ
入
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
も
そ
も
静
商
関
東
支
部
に
は
、

２
代
目
支
部
長
の
海
野
昭
さ
ん

が
幹
事
長
時
代
に
直
接
勤
務
事

務
所
に
電
話
を
戴
き
、
勤
務
地
が

目
と
鼻
の
先
で
、
逃
げ
ら
れ
な
い

と
観
念
し
て
参
加
し
た
の
が
初

め
て
で
し
た
。 

い
ざ
、
参
加
す
る
と
高
校
時
代

に
怖
か
っ
た
先
輩
方
（
特
に
１
年

先
輩
）
に
、
当
時
と
は
打
っ
て
変

わ
っ
て
優
し
く
特
に
青
木
洋
一

さ
ん
、
渡
部
幹
事
長
さ
ん
達
に
本

当
の
同
期
同
様
と
し
て
扱
っ
て

戴
き
、
そ
こ
か
ら
は
48
年
卒
の

集
ま
り
に
い
つ
も
48
年+

１
と

し
て
入
れ
て
貰
い
、
何
度
も
旅
行

な
ど
に
も
一
緒
に
同
行
さ
せ
て

戴
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
ん
な
出
会
い
も
有
っ
て
、
好

き
な
ゴ
ル
フ
同
好
会
に
参
加
し

て
か
ら
は
、
ど
っ
ぷ
り
と
関
東
支

部
に
嵌
っ
て
い
ま
す
。 

参
加
を
悩
ん
で
る
方
も
一
度

思
い
切
っ
て
参
加
し
て
み
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

S
49
年
卒 

高
山 

房
之 

       
 

                                        

講
師
佐
塚
氏
は
N
H
K
の
チ

ー
フ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
永
く
務

め
ら
れ
、
特
に
プ
ロ
野
球
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継

を
多
く
担
当
さ
れ
た
方
で
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
実
況
を
通
し
て
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
へ
の
造
詣
も

深
く
、
関
東
支
部
の
懇
親
会
に
も

出
席
し
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、

な
に
よ
り
古
く
か
ら
の
静
商
野

球
の
フ
ァ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
の
講
演
に
は
適
任
の
講
師

で
す
。 

今
回
は
関
東
支
部
30
周
年
の

記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
佐
塚

氏
の
担
当
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
ソ
ウ
ル
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ア

ト
ラ
ン
タ
・
長
野
）
の
N
H
K
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
中
継
の
秘
話
な
ど

を
面
白
可
笑
し
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

受
講
者
で
あ
る
私
達
も
、
２
回

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
観
戦

し
て
き
た
世
代
だ
け
に
、
皆
、
大

変
興
味
深
く
、
楽
し
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

         

30
周
年
記
念
行
事 

会
員
功
労
者
表
彰
開
催 

令和 4年 7月 3日 関東支部貢献者表彰を受賞された皆様 

30
周
年
記
念
講
演 

「
二
つ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
た
世
代
」 

記念品の今治タオル 

オリンピックを語る佐塚氏 
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有
名
企
業
に
勤
め
る
多
く

の
方
が
静
商
出
身
者
だ
っ
た

こ
と
か
ら
『
静
商
を
卒
業
す
れ

ば
将
来
は
安
泰
』
と
信
じ
て
い

た
母
親
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃

か
ら
「
静
商
以
外
に
は
行
か
せ

な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

英
語
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
静
商
の
国
際
経
済
科
を

希
望
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
験

当
日
、
中
学
の
先
生
が
う
っ
か

り
違
う
バ
ス
に
私
を
乗
せ
た

た
め
、
い
つ
ま
で
も
静
商
に
辿

り
着
か
ず
、
受
験
に
失
敗
し
、

気
が
つ
け
ば
会
計
科
に
回
さ

れ
て
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

し
か
し
会
計
科
の
授
業
は

私
に
は
向
い
て
な
か
っ
た
よ

う
で
、
成
績
は
最
悪
で
、
総
合

実
践
の
授
業
で
は
決
算
で
数

字
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
不
渡

り
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
出
す
の

で
同
級
生
か
ら
毎
回
怒
ら
れ

て
い
ま
し
た
（
笑
） 

 

「
静
商
を
卒
業
す
れ
ば
就

職
は
安
泰
」
の
は
ず
が
、
落
ち

こ
ぼ
れ
な
の
で
就
職
は
上
手

く
い
か
ず
、
ま
た
も
や
補
欠

と
い
う
形
で
地
元
の
短
大
に

な
ん
と
か
入
り
ま
し
た
。
短

大
卒
業
後
は
、
建
材
メ
ー
カ

ー
、
テ
レ
ビ
局
を
経
て
静
岡
の

広
告
代
理
店
で
派
遣
社
員
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
『
大
安
売

り
』
と
筆
で
書
い
た
際
「
単
な

る
お
習
字
で
表
現
力
が
な
い
」

と
却
下
に
な
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
で
、
訓
練
の
た
め
に
筆
文
字

を
書
い
て
は
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ

プ
す
る
と
い
う
日
課
を
は
じ

め
ま
し
た
。
当
時
（
2005
年
）
ブ

ロ
グ
は
黎
明
期
で
し
た
。
翌
年
、

宝
島
社
の
「
こ
の
ブ
ロ
グ
が
す

ご
い
！
2006
」
と
い
う
本
で
紹
介

さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
ブ

ロ
グ
の
番
組
に
こ
っ
そ
り
出

演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
派
遣
の
契
約
が
終

了
す
る
時
期
に
な
り
就
職
先

を
迷
っ
て
い
る
と
、
番
組
で
ご

一
緒
し
た
映
画
の
井
筒
監
督

か
ら
「
君
は
な
ぜ
書
道
を
本
業

に
し
な
い
ん
だ
？
自
分
を
活

か
す
道
に
進
む
ん
だ
よ
」
と
背

中
を
押
さ
れ
、
書
を
生
業
と
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。  

 
         

今
ま
で
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
仕
事
は
、
静
岡
県
観
光
課

の
仕
事
で
す
。
イ
タ
リ
ア
で
約

300
名
の
外
国
人
の
名
前
を
漢

字
で
書
く
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
し
ま
し
た
。
オ
ル
ガ
さ
ん
と

い
う
女
性
の
名
前
を
『
織
雅
』

と
書
い
て
「
織
は
織
物
、
雅
は

プ
リ
ン
セ
ス
雅
子
の
字
」
と
説

明
す
る
と
び
っ
く
り
し
て
「
私

は
機
織
り
職
人
な
ん
で
す
！

な
ん
で
分
か
る
の
？
超
能
力

者
？
」
な
ん
て
出
来
事
が
あ
り

楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
た
ま
た

ま
で
す
け
ど
。 

 

私
が
書
道
を
始
め
た
の
は

6
歳
で
す
が
、
動
機
は
静
商
を

卒
業
し
て
銀
行
員
に
な
っ
た

際
、
通
帳
の
字
が
上
手
に
書
け

る
よ
う
に
と
い
う
親
心
で
す
。

親
の
企
み
は
残
念
な
が
ら
外

れ
ま
し
た
が
・
・
・（
笑
）
。 

習
い
始
め
て
40
年
、
書
家
に

な
っ
た
今
も
師
匠
の
も
と
で

学
ん
で
い
ま
す
。
今
年
の
9
月

に
は
京
都
で
作
品
展
（
グ
ル
ー

プ
展
）
を
開
催
予
定
で
す
。
都

内
で
も
毎
年
作
品
展
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
岩
科
さ
ん
の
お
話
よ
り
） 

             
 

4
月
11
日
銀
座
第
7
ビ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
展
「
書
美

の
古
流
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

岩
科
さ
ん
の
作
品
「
龍
」
は

雄
々
し
く
の
び
や
か
な
龍
の

姿
が
思
い
浮
か
ぶ
力
強
い
作

品
で
し
た
。 

S
48
年
卒 

岩
城
一
恵 

 

今
回
は
書
家
の
岩
科
蓮
花
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

岩
科
蓮
花
さ
ん
（
本
名 

岩
科
理
絵
子
さ
ん
）
は
蒲
原

出
身
で
、
久
保
田
利
伸
さ
ん
と
同
じ
小
・
中
学
校
を
卒
業

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
７
年
に
静
岡
商
業
高
等
学
校
会
計
科

を
卒
業
さ
れ
た
あ
と
県
内
企
業
に
就
職
。
そ
の
後
起
業
さ

れ
、
現
在
書
家
と
し
て
様
々
な
作
品
を
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
。 平

成
24
年
に
皇
太
子
殿
下
を
お
招
き
し
て
静
岡
県
で
開

催
さ
れ
た
『
全
国
育
樹
祭
』
で
七
千
人
の
前
で
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
『
と
び
っ
き
り
！
し
ず
お
か
』

の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
や
各
地
で
展
覧
会
・
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
開
催
す
る
な
ど
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。 

関
東
支
部
広
報
部
が
取
材
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書道パフォーマンスの様子 

 

 

 
 
 

 
 

女優の高畑充希さん似の 
素敵な方です 

 
！ 

 
 

 
 
 
 

 
蓮花さんを囲んで(4/11作品展にて) 

 

「おしらせ」 
 

令和 5年 
関東支部総会・懇親会で 

岩科蓮花さんの 
書道パフォーマンスを 
企画しています。 
楽しみですね！ 

 

「屏風土代(小野道風)」 
作品名 

2023年 1月 19日 
広報部の女子（齋藤・中村・ 
岩城）がお話を伺いました 
 

作品名「わたし」 

 

 作
品
展
に
も
伺
い
ま
し
た 

（
支
部
の
仲
間
は
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
） 
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令
和
5
年
1
月
28
日
（
土
）

Ｓ
Ｃ
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
新
年

会
を
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万

全
に
し
て
シ
ー
ボ
ニ
ア
に
て

行
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
高

山
幹
事
長
よ
り
是
非
新
年
会

を
実
施
し
た
い
と
の
申
し
入

れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ル
フ

同
好
会
は
高
齢
者
が
多
く
コ

ロ
ナ
感
染
を
心
配
し
会
長
判

断
で
延
期
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。 

従
っ
て
久
々
の
開
催
は
、
本
当

に
嬉
し
く
皆
様
の
笑
顔
を
目

の
当
た
り
に
し
て
お
会
い
で

き
た
嬉
し
さ
を
実
感
い
た
し

ま
し
た
。 

今
年
こ
そ
は
、
楽
し
い
時
間

を
ぜ
ひ
皆
様
と
共
有
し
皆
様

の
笑
顔
を
糧
に
ゴ
ル
フ
同
好

会
を
盛
り
立
て
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

会
長 

 
 

S

38
年
卒 

後
藤
忠
昭 

 

◆
長
寿
の
友
「
ゴ
ル
フ
」
◆ 

春
た
け
な
わ
の
令
和
5
年

4
月
6
日
（
木
）
に
ゴ
ル
フ
同

好
会
の
コ
ン
ペ
が
取
手
桜
が

丘
Ｇ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
。  

来
年
、
米
寿
の
私
は
「
枯
れ
木

も
山
の
賑
わ
い
」
と
参
加
し
た
。

参
加
者
は
女
性
3
名
を
含
め

15
名
、
当
日
は
風
が
強
く
難
行

苦
行
し
た
。
同
伴
者
は
中
畑
さ

ん
、
秋
田
さ
ん
、
中
村
さ
ん
。

皆
さ
ん
で
仲
良
く
楽
し
く
ラ

ウ
ン
ド
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
秋
田
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
感
謝
、
感
謝
で
す
。

私
の
成
績
は
グ
ロ
ス
89
で
7

位
、
テ
ク
ニ
カ
ル
賞
の
ド
ラ
コ

ン
賞
と
ニ
ア
ピ
ン
賞
を
い
た

だ
い
た
。  

静
商
で
は
姿
三
四
郎
を
夢

見
て
柔
道
部
に
入
り
静
岡
市

の
ス
ポ
ー
ツ
祭
で
高
校
個
人

の
部
で
優
勝
を
経
験
し
た
、
卒

業
後
も
稽
古
を
続
け
23
才
で

三
段
に
昇
段
し
た
。
若
い
と
き

は
体
力
に
自
信
が
あ
っ
た
が

八
十
路
も
後
半
と
も
な
る
と

ス
ポ
ー
ツ
も
限
定
さ
れ
る
。
ゴ

ル
フ
は
カ
ー
ト
の
使
用
や
距

離
の
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
の
採

用
な
ど
高
齢
者
へ
の
配
慮
が

あ
り
、
ま
た
健
康
的
で
あ
り
ゲ

ー
ム
性
も
あ
っ
て
面
白
い
。  

「
時
代
お
く
れ
」
で
「
意
気
地

な
し
」
で
「
チ
ョ
イ
悪
オ
ヤ
ジ
」

の
私
で
す
が
ゴ
ル
フ
を
「
長
寿

の
友
」
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
エ
イ
ジ
シ
ュ
ー
ト
（
年
齢

以
下
の
ス
コ
ア
で
ラ
ウ
ン
ド

す
る
こ
と
）
を
目
指
し
て
楽
し

み
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

 
 
 

S

30
年
卒 

石
貝
晃
司 

           

◆
30
周
年
冠
イ
ベ
ン
ト
◆ 

 

第
70
回
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
は
、
関
東
支
部
30
周
年
記
念

冠
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
会
員
全

員
に
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
ラ

ウ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
贈
呈
、
房
総

Ｃ
Ｃ
に
て
令
和
4
年
10
月
1

日
前
夜
祭
、
2
日
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

久
々
の
前
夜
祭
で
ゴ
ル
フ
談

議
に
花
が
咲
き
翌
日
の
プ
レ

イ
が
心
配
な
ほ
ど
お
酒
が
進

ん
だ
夜
で
し
た
。 

ゴ
ル
フ
同
好
会 

幹
事
長 

 
 

S

49
年
卒 

高
山
房
之 

令
和
4
年
5
月
18
日
の
第

83

回
か
ら
令
和

5
年

4
月

19
日
の
第
92
回
ま
で
開
催
は

10
回
を
数
え
、
コ
ロ
ナ
過
で
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
数
年

を
取
り
戻
す
べ
く
、
会
員
の
皆

様
と
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

令
和
5
年
3
月
22
日
の
第

91
回
で
は
関
東
支
部
30
周
年

記
念
冠
イ
ベ
ン
ト
企
画
と
し

て
、
『
桜
の
下
で
テ
ニ
ス
と
お

弁
当
を
楽
し
む
』
と
題
し
て
、

亀
戸
升
本
か
ら
お
弁
当
を
取

り
寄
せ
、
桜
を
愛
で
な
が
ら
美

味
し
い
お
弁
当
を
堪
能
し
ま

し
た
。 

ア
フ
タ
ー
テ
ニ
ス
も
楽
し

み
な
テ
ニ
ス
同
好
会
は
毎
月

第
3
水
曜
日
、
都
立
亀
戸
中
央

公
園
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 

会
長 

S

38
年
卒 

梶
山
恭
一 

■令和 4年（2022）6月以降の開催・予定■ 
 
◆第 69回夏 令 4.6.9（木）中津川ⅭⅭ実施 

◆第 70回秋 令 4.10.2（日）房総ⅭⅭ実施 
      令 4.10.1（土）前夜祭房総 CC宿泊 

◆新年会    令 5.1.28（土）シーボニアメンズクラブ 
◆第 71回春 令 5.4.6（木）取手桜が丘ＧＣ実施 

◆第 72回夏 令 5.6.2（金）中津川ⅭⅭ実施予定 

◆第 73回秋 令 5.10.15（日）房総ⅭⅭ実施予定 

       令 5.10.14（土）前夜祭房総 CC宿泊予定 

■令和 4年（2022）5月以降開催■ 
◆第 83回 令 4.5.18（水） 
◆第 84回 令 4.7.20（水） 
◆第 85回 令 4.9.21（水） 
◆第 86回 令 4.10.19（水） 
◆第 87回 令 4.11.16（水） 
◆第 88回 令 4.12.21（水） 
◆第 89回 令 5.1.18（水） 
◆第 90回 令 5.2.15（水） 
◆第 91回 令 5.3.22（水）30周年冠企画 
◆第 92回 令 5.4.19（水） 
全て都立亀戸中央公園にて開催しました。 

 
 

 
ゴ
ル
フ
同
好
会 

 
   

秋のコンペ優勝 
S４９年卒秋田秀幸さん 

 

テ
ニ
ス
同
好
会 
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■ 

秋
の
例
会 

■ 

昨
今
の
異
常
気
象
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
予
定
を
、

一
旦
中
止
。 

そ
し
て
、 

11
月
13
日
に

リ
ベ
ン
ジ
開
催
を
し
ま
し

た
。 

◆
今
回
の
テ
ー
マ
◆ 

静
岡
に
ゆ
か
り
の
深
い 

徳
川
家
康
・
慶
喜
、
澁
澤
栄
一

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
跡
を

訪
ね
る
と
い
う
も
の
。 

◆ 

概
要 

◆ 

・
参
加
人
数 

13
名 

 
 
(

男
性
９
名 

女
性
4
名)

 

・
11
時 

日
暮
里
駅
集
合 

・
コ
ー
ス 

谷
中
墓
地→

寛

永
寺→

上
野
公
園→

上
野
東

照
宮→

神
田
明
神→

秋
葉
原 

今
回
、
幕
末
か
ら
明
治
の

歴
史
を
よ
り
深
く
学
べ
る
よ

う
「
台
東
区
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
お
願
い
し
て
み

ま
し
た
。 

           

ま
た
、
30
周
年
冠
行
事
だ

っ
た
の
で
特
別
に
調
達
で
き

た
Ｓ
Ｃ
の
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ

と
缶
バ
ッ
ジ
を
記
念
品
と
し

て
配
布
。 

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ

て
予
定
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
解

説
は
詳
し
く
、
特
に
谷
中
墓

地
と
上
野
の
山
に
つ
い
て
の

説
明
で
は
幕
末
か
ら
明
治
の

日
本
を
牽
引
し
た
人
物
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
か
ら
も
好
評
で
し
た

途
中
で
雨
が
少
し
降
っ
て
き

て
行
程
を
カ
ッ
ト
し
た
り
し

ま
し
た
が
、
楽
し
く
歩
き
切

り
最
後
は
、
秋
葉
原
で
懇
親

会
を
楽
し
ん
で
終
了
と
相
成

り
ま
し
た
。 

                    

■ 

春
の
例
会 

■ 
 

今
回
の
ル
ー
ト
の
テ
ー
マ

は
、
秋
の
例
会
「
家
康
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
」
の
続
き
で
、
家

康
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
な
が

ら
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

◆ 

概
要 

◆ 
 

開
催
日 

３
月
30
日
（
木
） 

・
参
加
人
数 

15
名 

(

男
性
９
名 

女
性
6
名)

 

・
12
時 

溜
池
山
王
駅
集
合 

 

・
コ
ー
ス 

桜
坂→

 

東
京
タ

ワ
ー→

 

プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
H(

中
庭
の
芝
生
で

昼
休
み)

→
 

芝
東
照
宮→

 

増
上
寺→

 

愛
宕
神
社/

N
H
K

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム→

 

新
橋
駅
。 

 

今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
請
を
し
た
の
で
す
が
、
上

手
く
整
わ
ず
、
ガ
イ
ド
な
し

で
ス
タ
ー
ト
。 

歩
き
出
し
て
桜
坂→

 

東
京

タ
ワ
ー
の
区
間
は
、
大
都
会

と
思
え
ぬ
ほ
ど
桜
が
続
き
春

を
満
喫
。 

                

東
京
タ
ワ
ー
で
は
早
々
と

こ
い
の
ぼ
り
の
歓
迎
を
受
け

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
の
中

庭
で
は
、
少
し
ば
か
り
の
お

酒
も
飲
ん
で
最
高
の
気
分
。 

愛
宕
神
社
ま
で
の
コ
ー
ス

と
見
所
を
楽
し
み
な
が
ら
、

最
後
は
お
約
束
の
懇
親
会
を

楽
し
ん
で
帰
り
ま
し
た
。 

  

歩
く
会 

会
長 

Ｓ
45
年
卒 

山
口 

千
江 

歩
く
会 

事
務
局 

Ｓ
45
年
卒 

土
屋 

重
和 

                
          

    
 

な
か
な
か
収
束
し
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
、
Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い

も
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
を
失
い
我

慢
の
寂
し
い
3
年
間
で
し
た
。 

令
和
4
年
11
月
、
不
安
な

が
ら
20
回
目
の
集
い
を
新
宿

御
苑
で
開
催
。
久
し
ぶ
り
に

会
う
マ
ス
ク
越
し
の
笑
顔
に

皆
で
喜
び
合
い
、
同
じ
学
舎

の
縁
が
心
地
よ
く
、
改
め
て

静
商
の
絆
を
再
確
認
し
ま
し

た
。 

               

毎
回
、
身
近
な
所
で
感
動

的
ス
ポ
ッ
ト
や
自
然
に
触
れ

女
性
だ
け
の
様
々
な
企
画
で

ラ
ン
チ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。
愛
校
心

溢
れ
る
男
性
た
ち
の
中
で
、

女
性
た
ち
の
輪
も
次
世
代
へ

と
豊
か
に
発
展
し
て
行
っ
た

ら
素
晴
ら
し
い
。 

              

令
和
5
年
4
月
22
日
は
、 

関
東
支
部
30
周
年
冠
企
画
と

し
て
『
東
京
競
馬
場
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
』
ウ
マ
ジ
ョ
気
分
で

ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
迫

力
あ
る
レ
ー
ス
に
声
援
を
送

り
ま
す
。 

好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
楽
し
み 

方
を
発
見
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
、
よ

り
興
味
の
あ
る
も
の
を
見
つ

け
世
代
を
超
え
た
さ
さ
や
か

な
触
れ
合
い
を
大
切
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。 

 

SC
あ
じ
さ
い 

会
長 

Ｓ
43
年
卒 

岡
本
朗
子 

 

同
好
会 

 

SC
あ
じ
さ
い 

 

同
好
会 

 
 

歩
く
会 
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■ 

秋
の
例
会 
■ 

昨
今
の
異
常
気
象
の
影
響

で
３
年
ぶ
り
の
開
催
予
定
を
、

一
旦
中
止
。 

そ
し
て
、 

11
月
13
日
に

リ
ベ
ン
ジ
開
催
を
し
ま
し

た
。 

◆
今
回
の
テ
ー
マ
◆ 

静
岡
に
ゆ
か
り
の
深
い 

徳
川
家
康
・
慶
喜
、
澁
澤
栄
一

に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
跡
を

訪
ね
る
と
い
う
も
の
。 

◆ 

概
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・
参
加
人
数 

13
名 

 
 
(

男
性
９
名 

女
性
4
名)

 

・
11
時 

日
暮
里
駅
集
合 

・
コ
ー
ス 

谷
中
墓
地→

寛

永
寺→

上
野
公
園→

上
野
東

照
宮→

神
田
明
神→

秋
葉
原 

今
回
、
幕
末
か
ら
明
治
の

歴
史
を
よ
り
深
く
学
べ
る
よ

う
「
台
東
区
の
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
お
願
い
し
て
み

ま
し
た
。 

           

ま
た
、
30
周
年
冠
行
事
だ

っ
た
の
で
特
別
に
調
達
で
き

た
Ｓ
Ｃ
の
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ

と
缶
バ
ッ
ジ
を
記
念
品
と
し

て
配
布
。 

そ
の
後
、
二
班
に
分
か
れ

て
予
定
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
解

説
は
詳
し
く
、
特
に
谷
中
墓

地
と
上
野
の
山
に
つ
い
て
の

説
明
で
は
幕
末
か
ら
明
治
の

日
本
を
牽
引
し
た
人
物
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
、

参
加
者
か
ら
も
好
評
で
し
た

途
中
で
雨
が
少
し
降
っ
て
き

て
行
程
を
カ
ッ
ト
し
た
り
し

ま
し
た
が
、
楽
し
く
歩
き
切

り
最
後
は
、
秋
葉
原
で
懇
親

会
を
楽
し
ん
で
終
了
と
相
成

り
ま
し
た
。 

                    

■ 

春
の
例
会 

■ 
 

今
回
の
ル
ー
ト
の
テ
ー
マ

は
、
秋
の
例
会
「
家
康
の
足
跡

を
た
ど
っ
て
」
の
続
き
で
、
家

康
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
な
が

ら
桜
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

◆ 

概
要 

◆ 
 

開
催
日 

３
月
30
日
（
木
） 

・
参
加
人
数 

15
名 

(

男
性
９
名 

女
性
6
名)

 

・
12
時 

溜
池
山
王
駅
集
合 
 

・
コ
ー
ス 

桜
坂→

 

東
京
タ

ワ
ー→

 

プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク

タ
ワ
ー
H(

中
庭
の
芝
生
で

昼
休
み)

→
 

芝
東
照
宮→

 

増
上
寺→

 

愛
宕
神
社/

N
H
K

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム→

 

新
橋
駅
。 

 

今
回
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
請
を
し
た
の
で
す
が
、
上

手
く
整
わ
ず
、
ガ
イ
ド
な
し

で
ス
タ
ー
ト
。 

歩
き
出
し
て
桜
坂→

 

東
京

タ
ワ
ー
の
区
間
は
、
大
都
会

と
思
え
ぬ
ほ
ど
桜
が
続
き
春

を
満
喫
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東
京
タ
ワ
ー
で
は
早
々
と

こ
い
の
ぼ
り
の
歓
迎
を
受
け

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
の
中

庭
で
は
、
少
し
ば
か
り
の
お

酒
も
飲
ん
で
最
高
の
気
分
。 

愛
宕
神
社
ま
で
の
コ
ー
ス

と
見
所
を
楽
し
み
な
が
ら
、

最
後
は
お
約
束
の
懇
親
会
を

楽
し
ん
で
帰
り
ま
し
た
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歩
く
会 

会
長 

Ｓ
45
年
卒 

山
口 

千
江 

歩
く
会 

事
務
局 

Ｓ
45
年
卒 

土
屋 

重
和 

                
          

    
 

な
か
な
か
収
束
し
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
、
Ｓ
Ｃ
あ
じ
さ
い

も
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
を
失
い
我

慢
の
寂
し
い
3
年
間
で
し
た
。 

令
和
4
年
11
月
、
不
安
な

が
ら
20
回
目
の
集
い
を
新
宿

御
苑
で
開
催
。
久
し
ぶ
り
に

会
う
マ
ス
ク
越
し
の
笑
顔
に

皆
で
喜
び
合
い
、
同
じ
学
舎

の
縁
が
心
地
よ
く
、
改
め
て

静
商
の
絆
を
再
確
認
し
ま
し

た
。 

               

毎
回
、
身
近
な
所
で
感
動

的
ス
ポ
ッ
ト
や
自
然
に
触
れ

女
性
だ
け
の
様
々
な
企
画
で

ラ
ン
チ
と
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
き
ま
し
た
。
愛
校
心

溢
れ
る
男
性
た
ち
の
中
で
、

女
性
た
ち
の
輪
も
次
世
代
へ

と
豊
か
に
発
展
し
て
行
っ
た

ら
素
晴
ら
し
い
。 

              

令
和
5
年
4
月
22
日
は
、 

関
東
支
部
30
周
年
冠
企
画
と

し
て
『
東
京
競
馬
場
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
』
ウ
マ
ジ
ョ
気
分
で

ス
リ
ル
を
味
わ
い
な
が
ら
迫

力
あ
る
レ
ー
ス
に
声
援
を
送

り
ま
す
。 

好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
楽
し
み 

方
を
発
見
し
て
い
き
ま
す
。 

 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
、
よ

り
興
味
の
あ
る
も
の
を
見
つ

け
世
代
を
超
え
た
さ
さ
や
か

な
触
れ
合
い
を
大
切
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。 

 

SC
あ
じ
さ
い 

会
長 

Ｓ
43
年
卒 

岡
本
朗
子 

 

同
好
会 

 

SC
あ
じ
さ
い 

 
同
好
会 

 
 

歩
く
会 
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『
静
商
38
会
同
期
会 

フ
ィ
ナ
ー
レ
湯
河
原
の
旅
』 

 

平
成
9
年
か
ら
始
ま
っ
た

静
商
38
会
同
期
会
旅
行
も
今

回
が
最
後
の
25
回
目
の
一
泊

旅
行
と
な
っ
た
。 

多
い
回
に
は
40
数
人
の
参
加

者
が
あ
る
38
会
だ
が
、
毎
回
元

気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
い

た
友
の
訃
報
を
耳
に
し
、
ま
た

体
調
不
良
で
参
加
出
来
な
い

と
の
連
絡
も
多
く
入
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
し
喜

寿
を
迎
え
る
令
和
3
年
、
第

1
回
を
催
し
た
「
伊
豆
嵯
峨
沢

館
」
を
最
後
の
同
期
会
旅
行
と

決
め
た
。 

令
和
2
年
、
24
回
目
の
旅

行
は
強
い
コ
ロ
ナ
渦
に
あ
っ

て
自
制
自
粛
を
求
め
ら
れ
、
や

む
な
く
中
止
、
喜
寿
を
迎
え
た

令
和
3
年
も
コ
ロ
ナ
渦
は
収

ま
ら
ず
参
加
人
数
制
限
の
要

請
が
あ
り
20
名
以
下
に
見
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
参
加
者
が
14

名
と
最
後
に
し
て
は
寂
し
い

旅
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
第

１
回
か
ら
幹
事
を
務
め
て
く

れ
て
い
る
鈴
木
一
晴
君
の
判

断
で
令
和
4
年
を
改
め
て
最

後
の
旅
行
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

令
和
4
年
11
月
19
日
、
27

名
が
参
加
し
た
湯
河
原
温
泉

「
ち
と
せ
」
で
の
宴
会
は
身
体

パ
ー
ツ
劣
化
の
話
か
ら
始
ま

る
、
互
い
の
受
診
し
た
病
歴
の

話
に
年
々
の
老
化
を
認
識
さ

せ
ら
れ
「
お
前
も
か
！
」
と
自

分
だ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
に

チ
ョ
ッ
ト
安
心
し
た
り
す
る
。 

処
方
薬
常
用
の
話
に
な
る
と

い
や
が
う
え
に
も
遙
か
彼
方

へ
去
っ
て
し
ま
っ
た
あ
の
活

力
は
幻
だ
っ
た
の
か
と
後
期

高
齢
者
の
我
が
身
を
憂
い
で

し
ま
う
。 

高
校
生
だ
っ
た
昔
話
に
な

る
と
急
に
元
気
に
な
っ
て
場

が
盛
り
上
が
る
、
ピ
チ
ピ
チ
と

輝
い
て
い
た
青
春
時
代
の
想

い
出
話
は
良
い
！
旨
酒
が
ぐ

ん
ぐ
ん
効
い
て
く
る
、
今
は
、

も
う
戻
れ
な
い
遙
か
遠
く
の

若
さ
が
明
日
に
で
も
蘇
っ
て

く
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。 

二
次
会
は
館
内
の
広
い
カ

ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
に
宴
会
場
か

ら
流
れ
て
き
た
20
余
名
で
カ

ラ

オ

ケ

を

愉

し

ん

だ

。 
一
曲
一
曲
に
重
ね
て
き
た
人

生
の
哀
歓
が
漂
っ
て
く
る
カ

ラ
オ
ケ
の
夜
。
若
者
は
い
つ
し

か
後
期
高
齢
者
、
白
髪
や
寂
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
髪
の
毛
、

皺
と
シ
ミ
が
目
立
つ
顔
。
そ
れ

が
何
だ
！
こ
れ
が
オ
ジ
サ
ン

オ
バ
サ
ン
の
人
生
の
勲
章
と

み
ん
な
笑
顔
で
歌
っ
て
い
た
。 

そ
し
て
歳
を
忘
れ
た
昔
青
春

の
一
夜
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。 

 

翌
令
和
4
年
11
月
20
日
、

食
事
処
「
浜
源
」
に
河
岸
を
移

し
海
鮮
料
理
と
旨
い
酒
で
昨

夜
か
ら
の
楽
し
く
集
っ
た
38

会
旅
行
の
幕
が
下
り
る
。 

朝
か
ら
重
い
雲
に
覆
わ
れ
て

い
た
空
は
昼
か
ら
雨
に
な
る
、

西
に
東
に
帰
路
に
つ
く
友
の

後
ろ
姿
が
雨
に
煙
る
湯
河
原

駅
舎
に
一
人
ま
た
一
人
と
消

え
て
ゆ
く
、
別
れ
を
惜
し
む
絵

の
よ
う
な
情
景
を
残
し
な
が 

ら
。 

Ｓ
38
年
卒 

杉
本
博
行 

長
年
に
亘
り
会
計
監
査
役

と
し
て
大
所
高
所
か
ら
的
確

な
意
見
を
関
東
支
部
に
対
し

発
信
し
続
け
て
下
さ
い
ま
し

た
鈴
木
一
晴
さ
ん
が
令
和
5

年
１
月
22
日
に
ご
逝
去
（
享
年

78
歳
）
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

鈴
木
一
晴
さ
ん
と
は
、
令
和

4
年
8
月
20
日
、
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
を
拝
聴
し
た
後
、
居

酒
屋
で
一
杯
飲
ん
だ
の
が
最

後
で
し
た
。
一
晴
さ
ん
か
ら

「
8
月
30
日
、
胆
管
癌
の
手

術
を
受
け
、
１
ヶ
月
程
度
入

院
・
治
療
し
た
後
、
9
月
末
に

は
退
院
す
る
」
と
淡
々
と
話
さ

れ
て
い
て
手
術
の
成
功
を
信

じ
、
一
緒
に
同
期
会
参
加
を
待

ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
術
後
の
経
過
が
思
わ

し
く
な
く
闘
病
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
皆
の
回
復
の
願
い

も
叶
わ
ず
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

顧
み
る
と
、
第
６
回
の
静
商

同
窓
会
関
東
支
部
総
会
（
平
成

8
年
7
月
開
催
）
に
お
い
て
、 

38
年
卒
業
生
が
運
営
当
番
幹

事
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
、
鈴

木
・
杉
本
両
名
の
呼
び
掛
け
に

よ
り
、
38
年
卒
業
生
の
同
期
会

が
平
成
8
年
2
月
に
結
成
さ

れ
、
同
年
7
月
の
総
会
に
臨
み

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
同
期
生
が
集
ま
る

機
会
が
増
え
、
一
泊
旅
行
の
話

が
話
題
に
上
が
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
9
年
2
月
に
「
伊
豆

嵯
峨
沢
館
（
女
将
・
38
年
卒
同

期
生
・
植
田
幸
子
さ
ん
）
」
へ
の

第
１
回
目
の
一
泊
旅
行
が
実

現
し
ま
し
た
。 

そ
れ
以
降
、
一
晴
さ
ん
が
、

代
表
幹
事
長
と
し
て
、
関
東
・

静
岡
在
住
の
同
期
生
に
声
を

掛
け
、
そ
の
企
画
・
立
案
を
始

め
開
催
案
内
通
知
か
ら
宿
の

手
配
、
参
加
者
の
集
合
写
真
の

配
布
な
ど
多
岐
に
渉
り
、
こ
れ

を
一
手
に
引
受
け
て
く
れ
、
最

後
の
旅
行
以
前
の
第
24
回
ま

で
の
長
き
に
亘
り
同
期
会
の

旅
行
に
携
わ
っ
て
来
た
ほ
か
、

同
期
生
間
の
慶
弔
関
係
の
取

り
ま
と
め
、
関
東
在
住
者
の

春
・
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開

催
や
新
年
会
、
暑
気
払
い
の
会

な
ど
縦
横
無
尽
の
大
活
躍
振

り
で
し
た
。 

も
っ
と
も
っ
と
、
長
生
き
し

て
、
活
躍
し
て
頂
き
た
か
っ
た
。

た
だ
た
だ
、
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。
一
晴
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 Ｓ
38
年
卒 

吉
澤
英
夫 

同
期
の
皆
様
か
ら
追
悼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

一
晴
さ
ん
、
38
会
仲
間
の
絆
を
固
く
結
び
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
！
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。 

花
村
磯
男 

 
 

会
計
監
査
の
お
仕
事
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

責
任
感
が
あ
り
、
任
せ
て
安
心
と
い
う
堅
実
な
人
柄
で
し
た
。 

 

鈴
木
さ
ん
と
言
う
よ
り
、
私
達
み
ん
な
、
「
い
っ
せ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で 

い
ま
し
た
。 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
サ
リ
採
り
、
飲
み
会
等
の
時
の
笑
顔
を
思
い
出
し
て
、 

も
っ
と
一
緒
に
楽
し
み
た
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

互
井
ま
り
子 

 
  

私
の
一
番
の
楽
し
み
は
38
期
秋
の
旅
行
で
し
た
。
そ
の
旅
行
が
終
了
し
、 

一
晴
さ
ん
に
も
会
え
な
く
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
間
楽
し 

い
旅
行
の
計
画
を
立
て
て
下
さ
り
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

高
田
洋
子 

 
 
 

 
  

卒
業
し
て
61
年
、
未
だ
に
み
な
さ
ん
と
親
し
く
で
き
て
い
る
の
も 

一
晴
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
も
で
き
ま
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

栗
山
富
美
子 

 

38
年
卒 

鈴
木
一
晴
さ
ん
を
偲
ぶ 
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静
商
38
会
同
期
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河
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平
成
9
年
か
ら
始
ま
っ
た

静
商
38
会
同
期
会
旅
行
も
今

回
が
最
後
の
25
回
目
の
一
泊

旅
行
と
な
っ
た
。 

多
い
回
に
は
40
数
人
の
参
加

者
が
あ
る
38
会
だ
が
、
毎
回
元

気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
て
い

た
友
の
訃
報
を
耳
に
し
、
ま
た

体
調
不
良
で
参
加
出
来
な
い

と
の
連
絡
も
多
く
入
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

そ
れ
ら
の
事
情
を
考
慮
し
喜

寿
を
迎
え
る
令
和
3
年
、
第

1
回
を
催
し
た
「
伊
豆
嵯
峨
沢

館
」
を
最
後
の
同
期
会
旅
行
と

決
め
た
。 

令
和
2
年
、
24
回
目
の
旅

行
は
強
い
コ
ロ
ナ
渦
に
あ
っ

て
自
制
自
粛
を
求
め
ら
れ
、
や

む
な
く
中
止
、
喜
寿
を
迎
え
た

令
和
3
年
も
コ
ロ
ナ
渦
は
収

ま
ら
ず
参
加
人
数
制
限
の
要

請
が
あ
り
20
名
以
下
に
見
合

わ
せ
た
と
こ
ろ
参
加
者
が
14

名
と
最
後
に
し
て
は
寂
し
い

旅
行
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
第

１
回
か
ら
幹
事
を
務
め
て
く

れ
て
い
る
鈴
木
一
晴
君
の
判

断
で
令
和
4
年
を
改
め
て
最

後
の
旅
行
と
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。 

令
和
4
年
11
月
19
日
、
27

名
が
参
加
し
た
湯
河
原
温
泉

「
ち
と
せ
」
で
の
宴
会
は
身
体

パ
ー
ツ
劣
化
の
話
か
ら
始
ま

る
、
互
い
の
受
診
し
た
病
歴
の

話
に
年
々
の
老
化
を
認
識
さ

せ
ら
れ
「
お
前
も
か
！
」
と
自

分
だ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
に

チ
ョ
ッ
ト
安
心
し
た
り
す
る
。 

処
方
薬
常
用
の
話
に
な
る
と

い
や
が
う
え
に
も
遙
か
彼
方

へ
去
っ
て
し
ま
っ
た
あ
の
活

力
は
幻
だ
っ
た
の
か
と
後
期

高
齢
者
の
我
が
身
を
憂
い
で

し
ま
う
。 

高
校
生
だ
っ
た
昔
話
に
な

る
と
急
に
元
気
に
な
っ
て
場

が
盛
り
上
が
る
、
ピ
チ
ピ
チ
と

輝
い
て
い
た
青
春
時
代
の
想

い
出
話
は
良
い
！
旨
酒
が
ぐ

ん
ぐ
ん
効
い
て
く
る
、
今
は
、

も
う
戻
れ
な
い
遙
か
遠
く
の

若
さ
が
明
日
に
で
も
蘇
っ
て

く
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。 

二
次
会
は
館
内
の
広
い
カ

ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
に
宴
会
場
か

ら
流
れ
て
き
た
20
余
名
で
カ

ラ

オ

ケ

を

愉

し

ん

だ

。 

一
曲
一
曲
に
重
ね
て
き
た
人

生
の
哀
歓
が
漂
っ
て
く
る
カ

ラ
オ
ケ
の
夜
。
若
者
は
い
つ
し

か
後
期
高
齢
者
、
白
髪
や
寂
し

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
髪
の
毛
、

皺
と
シ
ミ
が
目
立
つ
顔
。
そ
れ

が
何
だ
！
こ
れ
が
オ
ジ
サ
ン

オ
バ
サ
ン
の
人
生
の
勲
章
と

み
ん
な
笑
顔
で
歌
っ
て
い
た
。 

そ
し
て
歳
を
忘
れ
た
昔
青
春

の
一
夜
が
過
ぎ
て
ゆ
く
。 

 

翌
令
和
4
年
11
月
20
日
、

食
事
処
「
浜
源
」
に
河
岸
を
移

し
海
鮮
料
理
と
旨
い
酒
で
昨

夜
か
ら
の
楽
し
く
集
っ
た
38

会
旅
行
の
幕
が
下
り
る
。 

朝
か
ら
重
い
雲
に
覆
わ
れ
て

い
た
空
は
昼
か
ら
雨
に
な
る
、

西
に
東
に
帰
路
に
つ
く
友
の

後
ろ
姿
が
雨
に
煙
る
湯
河
原

駅
舎
に
一
人
ま
た
一
人
と
消

え
て
ゆ
く
、
別
れ
を
惜
し
む
絵

の
よ
う
な
情
景
を
残
し
な
が 

ら
。 

Ｓ
38
年
卒 

杉
本
博
行 

長
年
に
亘
り
会
計
監
査
役

と
し
て
大
所
高
所
か
ら
的
確

な
意
見
を
関
東
支
部
に
対
し

発
信
し
続
け
て
下
さ
い
ま
し

た
鈴
木
一
晴
さ
ん
が
令
和
5

年
１
月
22
日
に
ご
逝
去
（
享
年

78
歳
）
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

鈴
木
一
晴
さ
ん
と
は
、
令
和

4
年
8
月
20
日
、
ピ
ア
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
を
拝
聴
し
た
後
、
居

酒
屋
で
一
杯
飲
ん
だ
の
が
最

後
で
し
た
。
一
晴
さ
ん
か
ら

「
8
月
30
日
、
胆
管
癌
の
手

術
を
受
け
、
１
ヶ
月
程
度
入

院
・
治
療
し
た
後
、
9
月
末
に

は
退
院
す
る
」
と
淡
々
と
話
さ

れ
て
い
て
手
術
の
成
功
を
信

じ
、
一
緒
に
同
期
会
参
加
を
待

ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
術
後
の
経
過
が
思
わ

し
く
な
く
闘
病
を
続
け
て
い

ま
し
た
が
、
皆
の
回
復
の
願
い

も
叶
わ
ず
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

顧
み
る
と
、
第
６
回
の
静
商

同
窓
会
関
東
支
部
総
会
（
平
成

8
年
7
月
開
催
）
に
お
い
て
、 

38
年
卒
業
生
が
運
営
当
番
幹

事
に
当
た
る
こ
と
と
な
り
、
鈴

木
・
杉
本
両
名
の
呼
び
掛
け
に

よ
り
、
38
年
卒
業
生
の
同
期
会

が
平
成
8
年
2
月
に
結
成
さ

れ
、
同
年
7
月
の
総
会
に
臨
み

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
同
期
生
が
集
ま
る

機
会
が
増
え
、
一
泊
旅
行
の
話

が
話
題
に
上
が
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
9
年
2
月
に
「
伊
豆

嵯
峨
沢
館
（
女
将
・
38
年
卒
同

期
生
・
植
田
幸
子
さ
ん
）
」
へ
の

第
１
回
目
の
一
泊
旅
行
が
実

現
し
ま
し
た
。 

そ
れ
以
降
、
一
晴
さ
ん
が
、

代
表
幹
事
長
と
し
て
、
関
東
・

静
岡
在
住
の
同
期
生
に
声
を

掛
け
、
そ
の
企
画
・
立
案
を
始

め
開
催
案
内
通
知
か
ら
宿
の

手
配
、
参
加
者
の
集
合
写
真
の

配
布
な
ど
多
岐
に
渉
り
、
こ
れ

を
一
手
に
引
受
け
て
く
れ
、
最

後
の
旅
行
以
前
の
第
24
回
ま

で
の
長
き
に
亘
り
同
期
会
の

旅
行
に
携
わ
っ
て
来
た
ほ
か
、

同
期
生
間
の
慶
弔
関
係
の
取

り
ま
と
め
、
関
東
在
住
者
の

春
・
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
開

催
や
新
年
会
、
暑
気
払
い
の
会

な
ど
縦
横
無
尽
の
大
活
躍
振

り
で
し
た
。 

も
っ
と
も
っ
と
、
長
生
き
し

て
、
活
躍
し
て
頂
き
た
か
っ
た
。

た
だ
た
だ
、
残
念
で
た
ま
り
ま

せ
ん
。
一
晴
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 Ｓ
38
年
卒 

吉
澤
英
夫 

同
期
の
皆
様
か
ら
追
悼
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

一
晴
さ
ん
、
38
会
仲
間
の
絆
を
固
く
結
び
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
！
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。 

花
村
磯
男 

 
 

会
計
監
査
の
お
仕
事
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

責
任
感
が
あ
り
、
任
せ
て
安
心
と
い
う
堅
実
な
人
柄
で
し
た
。 

 

鈴
木
さ
ん
と
言
う
よ
り
、
私
達
み
ん
な
、
「
い
っ
せ
い
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で 

い
ま
し
た
。 

 

ハ
イ
キ
ン
グ
や
ア
サ
リ
採
り
、
飲
み
会
等
の
時
の
笑
顔
を
思
い
出
し
て
、 

も
っ
と
一
緒
に
楽
し
み
た
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

互
井
ま
り
子 

 
  

私
の
一
番
の
楽
し
み
は
38
期
秋
の
旅
行
で
し
た
。
そ
の
旅
行
が
終
了
し
、 

一
晴
さ
ん
に
も
会
え
な
く
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
間
楽
し 

い
旅
行
の
計
画
を
立
て
て
下
さ
り
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

高
田
洋
子 

 
 
 

 
  

卒
業
し
て
61
年
、
未
だ
に
み
な
さ
ん
と
親
し
く
で
き
て
い
る
の
も 

一
晴
さ
ん
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
も
で
き
ま
し
た
。 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

栗
山
富
美
子 

 

38
年
卒 

鈴
木
一
晴
さ
ん
を
偲
ぶ 
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目
標
は
古
希
野
球
、
全
国
制

覇
！
と
言
い
切
る
44
年
卒
木
村

雅
美
さ
ん
（
72
歳
）
は
、
幼
稚
園

か
ら
野
球
を
始
め
、
高
校
時
代
に

は
硬
式
野
球
部
で
セ
カ
ン
ド
を

守
り
、
甲
子
園
出
場
2
回
の
経

歴
を
持
ち
、
現
在
は
60
歳
以
上

の
男
性
に
よ
る
軟
式
野
球
チ
ー

ム
東
京
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。 

3
月
の
桜
の
開
花
宣
言
が
流
れ

た
暖
か
な
春
の
日
、
世
田
谷
運
動

公
園
野
球
場
に
木
村
さ
ん
と
同

期
の
的
野
典
子
さ
ん
と
木
村
さ

ん
を
訪
ね
ま
し
た
。 

木
村
さ
ん
が
所
属
す
る
東
京

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
は
創
部
5
年
目
、

監
督
の
中
塚
政
幸
さ
ん
は
大
洋

ホ
エ
ー
ル
ズ
（
現
横
浜D

e
N
A

ベ

イ
ス
タ
ー
ズ
）
で
活
躍
し
た
元
プ

ロ
野
球
選
手
、
奇
し
く
も
45
年

卒
の
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
松
島

英
雄
さ
ん
と
同
じ
球
団
、
仲
人
も

さ
れ
た
と
聞
き
一
気
に
親
近
感

が
沸
き
ま
し
た
。 

令
和
元
年
か
ら
「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
甲
子
園
」
全
国
大
会
連
続
本

戦
出
場
。
令
和
元
年
初
出
場
で
全

国
大
会
還
暦
準
優
勝
、
令
和
2

年
全
国
大
会
古
希
優
勝
と
大
活

躍
の
チ
ー
ム
で
す
。
木
村
さ
ん
は

優
勝
し
た
古
希
チ
ー
ム
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
元
プ
ロ
も
ノ
ン
プ

ロ
、
元
野
球
少
年
、
高
校
球
児
も

大
歓
迎
の
東
京
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
。

全
国
制
覇
に
向
け
て
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。 

木
村
さ
ん
及
び
チ
ー
ム
の
モ
ッ

ト
ー
は
野
球
を
い
つ
ま
で
も
楽

し
み
た
い
、
そ
の
為
に
も
健
康
管

理
、
体
調
維
持
、
怪
我
防
止
を
最

優
先
に
心
が
け
る
こ
と
で
す
。 

練
習
に
興
じ
る
皆
さ
ん
を
見
て
、

モ
ッ
ト
ー
を
体
現
し
て
野
球
を

楽
し
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

本
当
に
還
暦
以
上
の
方
た
ち
な

の
か
と
目
を
疑
う
ほ
ど
引
き
締

ま
っ
た
身
体
、
機
敏
な
動
き
、
声

だ
し
、
そ
し
て
皆
さ
ん
明
る
く
笑

顔
が
絶
え
ず
、
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
、

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。 

「
第
6
回
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
甲

子
園
大
会
」
（
主
催
・
日
本
生
涯

還
暦
野
球
協
会
）
は
令
和
4
年

11
月
29
日
か
ら
12
月
2
日
ま

で
、
兵
庫
県
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
4
年
ぶ
り
に
阪
神
甲
子

園
球
場
で
プ
レ
ー
で
き
る
と
あ

っ
て
、
球
児
な
ら
ぬ
、
球
爺
（
じ

い
）
た
ち
の
思
い
も
ア
ツ
い
。 

 

甲
子
園
球
場
を
使
え
る
の
は

開
幕
の
29
日
だ
け
。
ミ
ス
タ
ー

タ
イ
ガ
ー
ス
の
掛
布
雅
之
さ
ん

（
67
）
が
駆
け
つ
け
、
開
会
式
で

あ
い
さ
つ
。
開
幕
試
合
の
始
球
式

も
し
ま
し
た
。 

元
球
児
、
社
会
人
野
球
、
プ
ロ
野

球
と
野
球
に
携
わ
っ
て
き
た
人

達
だ
か
ら
こ
そ
、
甲
子
園
の
土
を

踏
ん
だ
み
な
さ
ん
は
目
の
色
が

変
わ
り
、
少
年
に
戻
っ
た
よ
う
に

熱
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

  
 

取
材 

広
報
部 

 

Ｓ
48
年
卒
齋
藤
ま
り
子 

 

応
援
部
会
は
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
全
国
大
会
出
場

を
機
に
関
東
に
来
る
母
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
応
援
し
よ
う
と
い

う
目
的
で
発
足
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
硬
式
野
球
部
の
関
東

遠
征
・
水
泳
部
の
全
国
大
会
出

場
・
軟
式
野
球
部
の
国
体
出
場
等

の
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
た
が
、

こ
こ
約
3
年
間
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
活
動
の
場
は
制
限
を

受
け
、
昨
年
の
8
月
情
報
処
理

部
が
全
国
大
会
出
場
の
朗
報
を

聞
き
激
励
す
る
機
会
が
訪
れ
ま

し
た
が
、
電
話
で
激
励
す
る
に
留

ま
り
ま
し
た
。 

令
和

5
年
に
入
り

3
月
の

硬
式
野
球
部
関
東
遠
征
に
久
し

ぶ
り
に
9
名
が
応
援
に
駆
け
付

け
、
曲
田
監
督
・
戸
田
主
将
に
低

反
発
バ
ッ
ト
購
入
補
助
の
名
目

で
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

母
校
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
応

援
部
会
の
活
動
が
忙
し
く
な
る

く
ら
い
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す

ね
。
頑
張
れ
静
商
！ 

 
応
援
部
会 

会
長 

Ｓ
48
年
卒 

渡
部
廣
志 

今
年
も
静
商
同
窓
会
関
東
支

部
総
会
（
総
会
と
懇
親
会
）
を
7

月
8
日
（
土
）
に
学
士
会
館
で
開

催
致
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、 

同
窓
会
会
報
（
5
月
下
旬
発
送
）

に
て
ご
案
内
の
予
定
で
す
。 

組
織
部
会
で
は
、
関
東
支
部
会

員
の
高
齢
化
も
あ
り
、
若
手
会
員

の
参
加
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
平
成
・
令
和
の
卒
業

生
（
関
東
地
区
在
住
）
の
皆
様
の

参
加
を
歓
迎
致
し
ま
す
。 

そ
の
他
、
既
会
員
の
皆
様
で
、

同
期
の
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

7
月
8
日
（
土
）
の
総
会
に

は
多
数
の
会
員
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
ま

し
ょ
う
。 

ま
た
、
今
年
の
卒
業
生
は
じ
め
、

卒
業
後
数
年
経
過
の
若
手
の
皆

様
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

組
織
部
会 

会
長 

Ｓ
45
年
卒 

安
藤
俊 

定
期
総
会
の
運
営
役
員
を
任

さ
れ
た
の
は
も
う
5
年
前
。
お

役
目
を
果
た
し
た
後
に
今
度
は

企
画
部
会
長
を
託
さ
れ
、
も
う
４

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
コ
ロ
ナ

禍
で
自
粛
を
強
い
ら
れ
企
画
部

会
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

も
出
来
ず
今
に
至
り
ま
す
。
し
か

し
今
年
は
通
常
通
り
の
総
会
・
懇

親
会
開
催
を
目
指
し
て
お
り
、

4
年
前
の
記
憶
が
蘇
り
ま
す
。 

後
輩
へ
の
エ
ー
ル
を
兼
ね
て

短
歌
を
一
首
送
り
ま
す
。 

 「
卒
業
後 

 

還
暦
に
会
い 

 

友
と
な
る 

 

心
は
今
も 

若
き
あ
の
頃
」 

 

企
画
部
会 

会
長 

 

Ｓ
51
卒 

萩
原
克
則 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
2
年
間
の
関

東
支
部
総
会
・
懇
親
会
の
自
粛
取

止
め
と
な
り
、
各
同
好
会
の
活
動

も
制
限
さ
れ
て
来
ま
し
た
。 

そ
の
間
、
支
部
活
動
を
紹
介
す

る
こ
と
が
主
な
役
割
で
あ
る
広

報
誌
の
発
行
に
際
し
、
そ
の
記
事

集
め
に
も
苦
慮
し
て
、
な
ん
と
か

会
報
を
発
行
し
て
き
た
広
報
部

会
と
し
て
は
、
昨
年
の
総
会
と

30
周
年
記
念
講
演
の
開
催
、
更

に
今
年
は
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

も
予
定
し
て
お
り
、
「
や
っ
と
コ

ロ
ナ
禍
前
の
よ
う
な
広
報
活
動

が
で
き
る
」
と
部
会
メ
ン
バ
ー
全

員
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま
す
。 

 

広
報
部
会
は
新
し
い
メ
ン
バ

ー
も
加
わ
り
、
新
体
制
で
の
32

号
の
広
報
編
集
活
動
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
関
東
支
部
会
報
を
ご

愛
読
く
だ
さ
い
。 

 

広
報
部
会 

会
長 

Ｓ
48
年
卒 

相
川
雅
美 

還
暦
・
古
希
野
球 

 
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の

甲

子

園

』  

目
指
す
は 

全
国
制
覇 

 

 

 

 

44 年卒木村雅美さん

ｍ 

東京エンジェルスの皆さん 
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令和４年度決算　会計報告及び会計監査報告
（令和 4年 4月 1日 ～ 令和 5年 3月31日まで）

１．一般会計 ２．支部基金会計 項　　目 金　　額

区分 金　　額  前年度末残高

 本年組入額

 総会会費等収入  本年度末残高

 年会費

 寄付金 ３．財産目録

 本部助成金 金　　額

 広告収入  支部基金

 預金利息

 雑収入  ゆうちょ銀行

 手 元 現 金

合　　　　計 合　　計

 総会費用

 会報発行費

 専門部会活動費 令和 5年 4月 15日

 同期会補助金 　　　　静商同窓会関東支部　　会計　　岩下　喜美枝　

 会議費

 運営諸経費 令和４年度　会計監査報告

 30周年事業費

 小　　　計

令和 5年 4月 15日

　　　　静商同窓会関東支部　会計監査　　内田　晃　　

合　　　　計 　　　　　　　　　　　　　　会計監査　　高山  房之　

支
出
の
部

本
年
度
支
出

上記の通り、報告します。

監査の結果、上記の報告に相違なく適正であることを認めます。

 支部基金組入

 次期繰越金

項目

　支 部 基 金

収
入
の
部

 前　期　繰　越　金

本
年
度
収
入

項　　目

 三井住友銀行

 次期繰越金

役職名 卒　年 氏　　名 住所略 役職名 卒　年 氏　　名 住所略

顧問 昭和40年 原　   初典 町田市 幹事 昭和40年 須川　福男 鎌倉市

支部長 昭和45年 大石　倫義 横浜市戸塚区 神谷　雅男 佐倉市

副支部長 昭和48年 相川　雅美 横浜市戸塚区 小早川　宏 松戸市

岩城　一恵 世田谷区 神山　孝 さいたま市

幹事長 昭和48年 渡部　廣志 佐倉市 昭和42年 小林　幸義 松戸市

副幹事長 昭和51年 萩原　克則 入間市 高塚　年明 藤枝市

会計 昭和43年 岩下 喜美枝 横浜市南区 昭和43年 林　和義 東久留米市

会計監査 昭和49年 高山　房之 市川市 瀧浪　利信 川崎市麻生区

内田　晃 さいたま市 昭和44年 長山　静枝 柏市

常任幹事 昭和35年 秋山　卓男 柏市 木村　雅美 横浜市金沢区

昭和38年 吉澤　英夫 大田区 昭和45年 山口　千江 柏市

昭和41年 小林　吉照 横浜市港南区 土屋　重和 習志野市

昭和43年 岡本　朗子 船橋市 昭和46年 岡島　治樹 横浜市戸塚区

昭和44年 的野  典子 船橋市 昭和47年 馬渕　興二 川口市

昭和45年 安藤　俊 春日部市 昭和48年 青島  正一 印西市

昭和48年 齋藤　まり子 江戸川区 冨井　商之 川崎市麻生区

昭和51年 中島　裕子 鶴ヶ島市 青木　洋一 品川区

中村　美保子 横浜市港北区 昭和49年 根岸　巌 さいたま市

昭和54年 矢部　正志 川口市 昭和50年 杉本  幸雄 練馬区

平成6年 若尾　剛志 練馬区 昭和51年 井上　真理子 川崎市麻生区

幹事 昭和29年 永井　賢雄 さいたま市 中平　整子 中野区

昭和30年 古井　陸志 立川市 昭和52年 本間　邦子 千葉市美浜区

石貝　晃司 横浜市 富田　弘行 台東区

昭和32年 宗野　治義 港区 昭和53年 熊谷　美智男 三鷹市

昭和33年 曽我　和善 杉並区 昭和56年 高柳  佐和美 国分寺市

昭和34年 小長井　武夫 渋谷区 昭和57年 石井　徹 横浜市保土ヶ谷区

昭和35年 中川　明巳 練馬区 昭和58年 田中  彰二 横浜市神奈川区

昭和36年 平井　幸雄 八王子市 川田　彰子 大田区

昭和37年 増田　数茂 横須賀市 平成　1年 天笠　律津子 綾瀬市

昭和38年 梶山　恭一 西東京市 平成　6年 浦田　輝 台東区

後藤　忠昭 浦安市 平成　7年 芦澤　洋介 藤沢市

杉本　博行 足立区 平成12年 村松  太一 野田市

昭和39年 青柳　秀雄 海老名市 平成16年 李　   慎 港区

川崎　衛 府中市

静商同窓会関東支部役員名簿（敬称略） 令和5年5月28日現在
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会員の皆様の暖かいご支援ご協力に対しまして厚く御礼申し上げます。令和5年3月までに納入頂いた方々のご芳名を下記のとおりご報告申し上げます。

作成に当たっては、誤字、記載漏れのないよう注意しておりますが、万一不手際が有りました場合は深くお詫び申し上げます。

卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額

昭和24年 山本　昭吾 昭和35年 秋山　卓男 昭和39年 足立　久男 昭和42年 小林　幸義 昭和48年 相川　雅美

昭和27年 梅田  定男 鈴木　祐輔 鷺坂　泰弘 山口　ひろみ 冨井　商之

望月　健三郎 市川　幸子 羽山　千江子 山田　鐘作 牛村　優子

志田　実 中川　明已 杉山　賢次 高山　康明 及川  のり子

曲田  光雄 小澤　廣記 永野　孝司 村上　惠作 渡部　廣志

斉藤　健 昭和36年 池ヶ谷　捷之 檜林　勝 木下　孝子 齋藤　まり子

昭和28年 大石　真澄 鷲野　喜八郎 昭和40年 塩沢　敏雄 吉野　秀男 青島  正一

昭和29年 宮川　欣也 前田　雄幸 関塚　仍子 鶴岡　純代 昭和49年 芳澤  正明

榊原　貞夫 平井　幸雄 森谷　綾子 橋本　孝一 高山　房之

永井　賢雄 田中　貞雄 中畑　稔 内藤　泰敏 佐合　陽子

阿部　勝子 土岐　守行 原　初典 鈴木　修一 醍醐　寧子

鈴木　正子 横島　啓枝 鷲巣　雅彦 小澤　眞喜子 手塚  文子

山岸　光男 高木　英雄 石貝　篤 小板橋　米子 秋田  秀幸

興津　高里 前山　忠弘 奥川  良彦 昭和43年 岩下　喜美枝 内田　昇

山田　雅子 大石　康年 見城　正博 畠山  三千代 大塚　典子

昭和30年 石貝　晃司 石井　清史 鈴木　朱實 佐藤　秀子 室井　千歳

海野　昭 渡辺　秀世 神谷　雅男 長橋　修 根岸　巖

大森　泰次 鷲阪　勉 小早川　宏 瀧浪　利信 渡邊　正光

高木　慶二 勝見　勝江 須川　福男 小林　幸二 遠山　眞佐子

成岡　武 昭和37年 鈴木　守 中野　幸子 岡本　朗子 昭和50年 杉本　幸雄

古井　陸志 寺山　勢津子 中野　睦夫 原木　妙子 鈴木　文子

伊藤　広治 西島　一二三 神山　孝 村松　典子 平野　一恵

昭和31年 勝山　葆 松田　厚子 長田　豊 秋山　八重子 昭和51年 萩原  克則

紅林　勲 松田　弘 市川　優 小林　茂 井上  真理子

昭和32年 阿井　勝利 山梨　理恵子 田邊　勉 林　和義 中島  裕子

宗野　治義 安川　榮子　 石川　唯夫 井上　典子 中平　整子

木佐森　達夫 青島  幸一 長尾　健次 八木　訓二 川守　宏

松本　一宇 増田　数茂 八十浜　隆司 新村　敏郎 中村　美保子

島田  卓司 片山　征勇 木村  光雄 昭和44年 木村　雅美 山本　好央

斎藤　鉄治 中田　有智子 鷲巣  哲也 的野　典子 鈴木　昭彦

昭和33年 秋山　賢司 佐野　敏夫 安江　久雄 星野  修司 岡崎　尚登

野呂瀬  誠子 昭和38年 五十嵐　昭夫 井上　真紗代 長山　静枝 山下　とし子

上條　佐恵子 岡村　優 内海　廣二 牧野　仁 昭和52年 竹内　弘美

鈴木　五郎 小澤  昌明 昭和41年 佐藤　文子 昭和45年 山口  千江 昭和53年 熊谷　美智男

増田  欣也 梶山　恭一 高木  光子 大石　倫義 道明　玲子

昭和34年 秋山  敏夫 栗山　富美子 福島　正五 安藤　俊 昭和54年 矢部　正志

大村  隆明 後藤　忠昭 坊野　秀美 今井　敏晴 麓　龍之助

桑原　達夫 杉本　博行 森　秀男 松島　英雄 金原　張尚

柴　義弘 鈴木　一晴 坊野　やえ子 土屋　重和 昭和56年 高柳　佐和美

杉山  光男 花村  磯男 松浦　ユリ 斉藤　泰江 昭和57年 倉澤  幸靖

高木　美子 吉澤　英夫 松本　豊 宮原　茂 久米　徳幸

常盤　秀樹 互井　まり子 境　静子 古牧　清孝 昭和58年 松永　由加里

平井　シズヨ 八木　勝司 小林　吉照 昭和46年 三石　輝子 平成元年 天笠　律津子

伏見  重夫 佐藤　亘 矢込　俊吾 藤見　巳八子 平成 6年 若尾　剛志

水野　恵司 都築  勝義 良知　章男 山本  優 平成 7年 岩科　理絵子

薮崎　公一 昭和39年 河田　正勝 秋山　康雄 岡島　治樹

小長井　武夫 杉山　俊夫 鈴木　猪久男 杉山　正明

戸井　政広 曽根田　正美 佐々木  由美江 梶山　久志

安池　和高 杉山　千之 奥村　芳明 昭和47年 馬淵　興二

畑　幸男 青柳　秀雄 山中　明夫 森　茂

鈴木　春恵 大石  伸晴 土方　八重子 望月　芳雄

竹内　祥子 川崎　衛 昭和42年 北川　陽子 昭和48年 岩城　一恵

会費・寄付金合計

253人・1,066,000円

（会費506・寄付560）

会費・寄付等納入者御芳名　　　　　　　　（敬称略：順不同、単位千円）
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会員の皆様の暖かいご支援ご協力に対しまして厚く御礼申し上げます。令和5年3月までに納入頂いた方々のご芳名を下記のとおりご報告申し上げます。

作成に当たっては、誤字、記載漏れのないよう注意しておりますが、万一不手際が有りました場合は深くお詫び申し上げます。

卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額 卒　年 氏　　　　名 金額

昭和24年 山本　昭吾 昭和35年 秋山　卓男 昭和39年 足立　久男 昭和42年 小林　幸義 昭和48年 相川　雅美

昭和27年 梅田  定男 鈴木　祐輔 鷺坂　泰弘 山口　ひろみ 冨井　商之

望月　健三郎 市川　幸子 羽山　千江子 山田　鐘作 牛村　優子

志田　実 中川　明已 杉山　賢次 高山　康明 及川  のり子

曲田  光雄 小澤　廣記 永野　孝司 村上　惠作 渡部　廣志

斉藤　健 昭和36年 池ヶ谷　捷之 檜林　勝 木下　孝子 齋藤　まり子

昭和28年 大石　真澄 鷲野　喜八郎 昭和40年 塩沢　敏雄 吉野　秀男 青島  正一

昭和29年 宮川　欣也 前田　雄幸 関塚　仍子 鶴岡　純代 昭和49年 芳澤  正明

榊原　貞夫 平井　幸雄 森谷　綾子 橋本　孝一 高山　房之

永井　賢雄 田中　貞雄 中畑　稔 内藤　泰敏 佐合　陽子

阿部　勝子 土岐　守行 原　初典 鈴木　修一 醍醐　寧子

鈴木　正子 横島　啓枝 鷲巣　雅彦 小澤　眞喜子 手塚  文子

山岸　光男 高木　英雄 石貝　篤 小板橋　米子 秋田  秀幸

興津　高里 前山　忠弘 奥川  良彦 昭和43年 岩下　喜美枝 内田　昇

山田　雅子 大石　康年 見城　正博 畠山  三千代 大塚　典子

昭和30年 石貝　晃司 石井　清史 鈴木　朱實 佐藤　秀子 室井　千歳

海野　昭 渡辺　秀世 神谷　雅男 長橋　修 根岸　巖

大森　泰次 鷲阪　勉 小早川　宏 瀧浪　利信 渡邊　正光

高木　慶二 勝見　勝江 須川　福男 小林　幸二 遠山　眞佐子

成岡　武 昭和37年 鈴木　守 中野　幸子 岡本　朗子 昭和50年 杉本　幸雄

古井　陸志 寺山　勢津子 中野　睦夫 原木　妙子 鈴木　文子

伊藤　広治 西島　一二三 神山　孝 村松　典子 平野　一恵

昭和31年 勝山　葆 松田　厚子 長田　豊 秋山　八重子 昭和51年 萩原  克則

紅林　勲 松田　弘 市川　優 小林　茂 井上  真理子

昭和32年 阿井　勝利 山梨　理恵子 田邊　勉 林　和義 中島  裕子

宗野　治義 安川　榮子　 石川　唯夫 井上　典子 中平　整子

木佐森　達夫 青島  幸一 長尾　健次 八木　訓二 川守　宏

松本　一宇 増田　数茂 八十浜　隆司 新村　敏郎 中村　美保子

島田  卓司 片山　征勇 木村  光雄 昭和44年 木村　雅美 山本　好央

斎藤　鉄治 中田　有智子 鷲巣  哲也 的野　典子 鈴木　昭彦

昭和33年 秋山　賢司 佐野　敏夫 安江　久雄 星野  修司 岡崎　尚登

野呂瀬  誠子 昭和38年 五十嵐　昭夫 井上　真紗代 長山　静枝 山下　とし子

上條　佐恵子 岡村　優 内海　廣二 牧野　仁 昭和52年 竹内　弘美

鈴木　五郎 小澤  昌明 昭和41年 佐藤　文子 昭和45年 山口  千江 昭和53年 熊谷　美智男

増田  欣也 梶山　恭一 高木  光子 大石　倫義 道明　玲子

昭和34年 秋山  敏夫 栗山　富美子 福島　正五 安藤　俊 昭和54年 矢部　正志

大村  隆明 後藤　忠昭 坊野　秀美 今井　敏晴 麓　龍之助

桑原　達夫 杉本　博行 森　秀男 松島　英雄 金原　張尚

柴　義弘 鈴木　一晴 坊野　やえ子 土屋　重和 昭和56年 高柳　佐和美

杉山  光男 花村  磯男 松浦　ユリ 斉藤　泰江 昭和57年 倉澤  幸靖

高木　美子 吉澤　英夫 松本　豊 宮原　茂 久米　徳幸

常盤　秀樹 互井　まり子 境　静子 古牧　清孝 昭和58年 松永　由加里

平井　シズヨ 八木　勝司 小林　吉照 昭和46年 三石　輝子 平成元年 天笠　律津子

伏見  重夫 佐藤　亘 矢込　俊吾 藤見　巳八子 平成 6年 若尾　剛志

水野　恵司 都築  勝義 良知　章男 山本  優 平成 7年 岩科　理絵子

薮崎　公一 昭和39年 河田　正勝 秋山　康雄 岡島　治樹

小長井　武夫 杉山　俊夫 鈴木　猪久男 杉山　正明

戸井　政広 曽根田　正美 佐々木  由美江 梶山　久志

安池　和高 杉山　千之 奥村　芳明 昭和47年 馬淵　興二

畑　幸男 青柳　秀雄 山中　明夫 森　茂

鈴木　春恵 大石  伸晴 土方　八重子 望月　芳雄

竹内　祥子 川崎　衛 昭和42年 北川　陽子 昭和48年 岩城　一恵

会費・寄付金合計

253人・1,066,000円

（会費506・寄付560）

会費・寄付等納入者御芳名　　　　　　　　（敬称略：順不同、単位千円）
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